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増設子機取扱説明書（が iW が) 


このたびは、パイオニアの増設子機をお買い上げいただきまして、まことにありがとラございます。 
ご使用前に、この説明書をよくお読みください。 

取扱説明書には保証書ちついておりますので、大切に保管してください。 


本機は、 2.4 〜2.483已 GHz の全帯域を使用する無線設備です。移動体識別装置の帯域が _八…- | 

回避不可能で、変調方式は 「 FH - SS 方式」、与干渉距離は約 80 m です。 千叩曰 i 

本機には、それを示すち記のマークが貼付されています。 I ' II —U 

お客様相談室 本製品のお問い含わせ窓口 . 
東曰本地区: TEL ESa 04-2949-5 131 


西日本地区: TEL E3 油 06-6 己 33-0099 

専用 FAX: 国 a04-2949-5 已01 

受付月曜〜金曜9: 30〜17: 30 

±曜日： 3日〜12: 00、13:00〜17:30旧曜•祝日 I 薛社»業日は除く) 

•電話番号をよくご確認の上、市が局番より、お間違えのないよラおかけください。 
•上記の電話番号-受付時間などは、変更する場合がありますのでご了承ください。 
(平成21年3月） 


1 ^) 


当社は 

JBRC 会員です。 


鎮 

Ni-MH 


ニッケル水素電池の 
リサイクルに 
ご協力 < ださい。 

















実隐の登録操作は、裏ぺージをご質くだをい。 


r 安を上のごミ主意 J について 

ご使用の前に本体に付属の取扱説明書4〜1日ページの「安全上のご注意」と「知っておい 
ていただきたいこと」をよくお読みの上、正しくお使いください。 


ほ用上のを意 

•増設子機を使巧する際は、増設子機の登録操作が必要です。増設子機の登録操作をしていないと、テ機 
の液晶画面に「オヤキニゾウセツシテクタ‘サイ」または「オヤキヴーチチュウ」（または「ツウワ 
ケンガイ」）と「了圏外」が表示され、使用できません。 

•使用でさる子機の台数は、付属子機を含めて最大4台です。 

•増設子機の登録操作には、増設子機の他に、親機と親機用 AC アダプターち必要です。親機用 AC アタ‘ 
プターをコンセントに差し込んだ状態で、巧なってください。 

• モ機をお使いの前に、子機を充電器に置さ、約10時間政上巧電してください。 

•巧電池が消耗している場合、子機を充電器に置いても、子機の&発信ランプが緑点口しないとさが 
あります。そのときは、充電器に置いたままお待ちください。約10分で緑点巧します。 

•子機の充電ちまについては、本体に付属の取扱説明書の「子機の充電」 （17 〜18ページ）をご覧ください。 
•巧電端子が巧れていると子機の&発信ランプが緑点灯していても巧電できないことがあります。 

乾いた巧または綿棒などで、こまめに拭き取ってください。 

•巧電器を壁に取り付けることができます。その場合には、別売のネジが必要です。くわしくは、本体に 
付属の取扱説明書の「壁掛け」 （89 〜90ページ）をご覧ください。 

■ 増設しても、モ機の液晶画面に「オヤキヴーチチュウ」（または「ツウワケンガイ」）と「了圏タト」が表示されてい 
るときは、親機に近づいてくだをい。表示が消えなし化きは、（^)、、 結、卜 のいずれかを巧して<ださい。 
親機の電源が入っていてち、テ機が親機か5離れずぎたり、使巧環境によっては r オヤキサーチチュウ」 
(または「ツウワケンガイ」）と「了圍タト J が表示されることがありまず。 

る部のなまえ 

本体に付属の取扱説明書14〜1已ページの「各部のなまえと液晶画面」をよくお読みください。 


* その他のごま意や機能、操作につきましては、本体に付属の取扱説明書をご覧ください。 


A 筒埃 


♦充電池は加熱したり、火中に投げ込まないでください。爆発して火災•けがの原因となることがあります。 
♦充電池の端子をショート（短絡）したり、ビニールカバーをはがしたりしないでください。火が • 
けがの原因となることがあります。 

♦専用の充電池（当社純正品）外は、使用しないでください。火が-故障の原因となることがあります。 
♦充電するとさは、付属の充電器をお使いください。 


_ A 警告 _ 

万一、煙がでている、変なにおいや音がするなどの異甫状態のまま使用ずると、火災•感電•故障の原因とな 
りまず。すぐに AC アダプターをコンセントか5抜き、内部などを開けずに煙がでなくなるのを確認して修理 
窓□または販売店に修理をご依頼ください。 

特に、電話機が異甫に熱くなっている場合は、やけどの盾険性がありまずので、絶対に輔5ないでください。 
お客様による修理、確認などは危険でずので、絶対におやめください。 


アフターサービスにごいて 

本体に付属の取扱説明書1日9〜110ページの「保証書とアフターサービスについて」をよく 
お読みください。 


子機番号について 

• 子機を増設すると、子機の液晶画面に子機番号が表示されます。 
• 増設できる子機の台数は、付属子機を含めて最大4台です。 



子機番号 1 

子機番号 2 

子機ま号 3 

子機番号 4 

テ機の 
^晶表 

増設する製品 \ 

12 月 24 日 12:34 
がり 

12 月 24 日化 34 
リの 

12 月 24 日 12:34 
リロ） 

12 月 24 日化 34 
リ (4) 

TF - VD 1 200 
TF - VR 120 E 巨 

付属モ機 

( 

増設テ機 

) 

] 台目 

2台目 

3台目 

TF - VD 1 230 
TF - VR 123 E 巨 

付属 子 機 

( 増設 

モ機 ） 

] 台目 

2台目 

TF - VD 1240 

付属モ機 

( 増設モ機） 

] 台目 


仕様-付属品 


下記の仕様お C 

t びが観は、改良のため予告なく変更することがあります。 

型番 

TF - DK 12 已 

消費電力 

モ機充電時：約 1.8 W 

巧電池 

専用充電池（ニッケル水素電池）：型番 TF — 巨 T 1 日 
使用時間：待ち受け時約180時間 連続通話時約6時間 

寸法 

(幅 X 高さ X 奥行） 

モ機：約4已 X 1 66 x 3 日 mm 
充電器：約目 7 x 71 x 73 mm 

質量 

子機：約14日 旨 （充電池を含む） 充電器：約己7 呂 

付属品 

モ機用 AC アダプター ( VT -16) . 1個 

増設子機取扱説明書 . 1部 'X 

管理ラベル . 3枚(予備2枚） 


※…英文などの外国語の取扱説明書はありません。また、本機に関するお問い合わせおよび 
サポート、取扱説明書の掲載内容につをましては、国内限定とさせていただをまず。 
Please take notice that manuals written in languages other than Japanese are not available. 


ご ミ 主意 NOTICE 

この製品は日本国内向けに製造されたもので、電圧10 0 V で動作します。 
海外では、電話回線や電源電圧の規格が異なりますので、ご使巧になれません。 
For Japanese standards only. This set operates on AClOOV. 

Due to different standards of telephone line and different power 
requirements, this set cannot be used outside of Japan. 



























































モ機を増やずには（増設モ機の登録方法) 



操作を始める前に 

♦ 一度この説明書を最後まで読み、手順を確認してください。 

♦付属の管理ラベル3枚のうち1巧を、親機の底面に貼ってください。（残りの2枚は予備） 
♦親機巧 AC アダプターが接続されていることを確認してください。 

♦回線種別が正しく設定されていることを確認してください。（本化に巧属の取扱説日月書19ページ) 


11増設モ機にプラグを是し込み、巧電池（ニッケル水素電池）を入れる 

(むやみにプラグの巧を是しはしないで < ださい。） 



型番印刷面を上にする 
ビニールカバーを 
はがさないでください。 


深く差し込む 

*7<ープラグはこの位置まで 
深く差し込んでくだをい。 


•プラグは逆向きに差せな 
いよラになっています。 
固いときは、無理に差そ 
ラとせず、プラグの向き 
を確認して < ださい。 


2 


巧電池ぶたを閉じる（コードをふたで、はをまないようにしてくだをい。） 

①約已 mm あけた状態にずる 

ち図のよラにつめの巧端. 

を合わせると、約己 mm 
あいた巧態になる 


® 充電池ぶたを子機に 
均等に密着させる 



すさ間びないよラに 


⑤密着させたまま、 

充電池ぶたを矢印のち向に 
スライドさせて閉じる 


充電池ぶたはしっかり 
閉じる 



与 J 巧電器に子機用 AC アダプターを接続し、増設する子機を約30巧は上巧電する 

■ モ機の液晶画面には r オヤキニゾウセツシテクダサイ」または r オヤキ 
サーチチュウ」（または「ツウワケンガイ」）と 「 T 圏外」び表示されまず。 



巧電してち、液晶画面に巧も表示されないときや、モ機の&発信ランプび緑点口しない 
ときは、巧のどち6かの操作をしてください。 

•テ機を充電器か S とって、ちラー度、巧電器に戻してください。 

•充電ミ也ぶたをあけ、巧電池のプラグを抜さ差しし、プラグの向走と差し込みの深さを 
確認して、巧電ミせぶたを閉じてください。 


充電のあと、増設するモ機を巧電器か6とつて 
増設モ機の登録操作を巧な5 


@)を}甲し、 


♦ 登録操作が終わるまで、巧電器に子機を戻さないでください。 


増設のリセット * 増設の U セット操作中は、子機を巧用しないでください。 


子機の使用をやめるとをや子機を交換ずるとき、使用ずる子機の数を減6ずときに行なってください。 
そのあと、使用ずる子機で r 増設子機の登録操作 J をやり直してください。 


■必ず、次のことを巧ない、 
1. 親機の電源を接続しておく 


r 増設のリセット」を行なってください。 


2.回線種別が正しく設定されていることを確認ずる（本体に付属の取扱説明書19ページ） 


3. すべての子機を巧電器か5とって、 


感) 


を巧し、親機の近く（通話圍巧）に置く 


r 

親機で 
増設の 

機能/録音^ 

〇 の 巧ず* 

2秒む上 A 機 指 

な巧ず ，口*中 g 

リセットをずる 


rifl 

♦1 ブ属子磯やずでに 
登録済みのモ機が 
使用でさなくなります cj 





■ 続けて「増設子機の登録操作」を行ないまず。 


0 * r 増設のリセット」を行なったあと、「増設モ機の登録操作」を巧なわない子機（使用しな 
い子機）は、充電池（ニッケル水素電池）を列してください。誤動作の原因となります。 






















































増設子機の登歸操作 * 登録の操作中は、子機を使用しないで<ださい。 


■ 回線種別を正しく設定を（本体に付属の取扱説明書19ぺージ）、 
増設する子機を充電し®)を押して、親機の近くに持ってきて 
<ださい。 



親機で増設の準備をします 


機能/録音機能/録音 

〇ゾ，押ず—〔、巧ず •増が約 3 日秒間点減しまず。 



増設する子機で操作します （親機の 搶 が点滅中に行ないまず。） 


機能/録音 

赁） 


巧す ♦ 



下を 
已回巧ず 



巧ず 


こ巧' ' かッテイ 


ソ”ウがシ巧力？ 

がソ”嫩 


YES がッテイ] 

7圏が 


了圏が 



巧ず 


y 登録がおわると、親機も子機ち通常状態の画面に戻りまず。 

■ 増設モ機が2台 L リ上あるときは、おず、1台ずつ上記 CD と （ D をくり返し 
巧なつてください。 


■登録後、下記操作を行ない、正しく増設でをたことを確認してくださし、。 


増設できたことを確認する 

増設した 
テ機の 

内費留 巧ず * 


上または下を 
巧して"オヤキ" 
\を選ぶ 

-續巧ず 




/ 

♦親機び呼出されることを 
確認します。 

ノ 


■親機または他の子機を呼出ずことができないときは、をラー度、 r 増設モ機の登録 
操作」を行なってください。 


■登録を、液晶画面の表示び次のよ5な場合は、登録に失敗しています。そのまま使用 
ずると、誤動作の原因になる場合があります。ちう一度、 「増設モ機の登録操作」 をやり 
直してください。 

• r オヤキニゾウセツシテクダサイ」または「オヤキサーチチュウ」と表示され 
ているとを 

•「ツウワケンガイ」と表示されているとき 

•「コキゾウセツニシッパイシマシタ」と表示されているとき 


ご注意 


•テ機の使用をやめるときは、「増設のリセット」を行ない、使用するモ機で「増設モ機 
の登録操作」を行なって<ださい。 

•「増設子機の登録操作 J を途中で止めるには、親機の桓が点滅中に、再度、親機で 
CD の操作を行なってください。増の点滅が消え、通常状態に戻ります。 

•「増設モ機の登録操作」や「増設のリセット」の操作中、または操作を、約10巧間は、 
親機やモ機を使用しないでください。また、親機か5親機用 AC アダプターを巧いたり、 
モ機の巧電池をがさないでください。登録や U セットの情報を正確に書き込めず、 
正常に動作しない場合があります。 

•操作を間違えたとき、時間内に登録操作が完了しなかったとさ、登録に失敗したときは、 
「増設子機の登録操作」をやり直してください。（なお、ご使用にな S ないときは、 
誤動作を防ぐために、巧電池をがしておいてください。） 

•( D の親機の操作を行なわずに、 （ D のモ機の操作を行なったときは、「コキゾウ 
セツチュウ」と表示され、モ機の操作ができなくなります。約20〜40砂経過ずる 
と、通常状態に戻ります。 

•名称登録（本体に付属の取扱説明書82〜83ぺージ）しているモ機で「増設テ機の 
登録操作」を行なラと、お客様が登録した子機の名称は自動的に消まされ、お買い上 
げ時の状態 （ ロキり）」またはロキ （2) 」 •'-) に戻ります。再度、登録し直して 
ください。 

















保言止書 I 持込觸 



み印！■はおずご拓入ください。 

<お 巧 隹理規 を> 

1.取扱説明舌、本巧お巧ラベル等のま*にしたびった巧巧げ巧で故 B した場さには、お貢し、上 
げの販巧巧または巧巧巧口が巧料1^いたしまず。 

を保部巧闻巧に胡ちしてが料巧理をお受けになる巧ちには、お貢い上げのお巧店またはな理窓 
口にご持おください。その巧には本まをご提示ください。 

3. ごお居、ご贈畜虽などで本保証ぎに K 入してあるお貢い上げの巧巧店に巧理がごが巧でさな 
し、場合や、お巧くの^お口がない巧合は、修理受付センターへご巧おくださし、。 

4. 巧间巧でち巧の巧さにはちおを風こなります。 

(イ）使用上のおりまたは不当なや巧をによるな B および損傷 

(□) お買い上げをの巧り巧け巧巧の移曲、法下、冠水きによる巧盾および巧« 

(八）义巧、お S 、 水寒、»■その他の天災巧を、公*、巧ち、を寒、属 JIW 巧などによる 
學なおよび巧傷 

(二）一般ず庭用 L ソが（例えば、藥巧用への S 時商使用、巧兩•おおへの径巧等） 

(ホ）消耗品（各巧ゴム、巧泡、テーフ等）の巧 i 
(へ）巧設子《の登銳 i 作を行なう巧を 
(卜）本*の S 示がなし巧8合 

(チ）本ちにお貫い上げ年月曰、おち巧を、お巧巧をの記入のない巧さあるいは文字をぎさ 
かえ5れた場合 

(リ）巧度の原因が本典品 Ui がの化な製をにある巧さ 

【ヌ）出巧嫁理巧こ巧 S されたとさの出餐 II 用、引及1»1巧こ巧 a の場含の引巧•お s けの 

E る!!用 

己.本まは日本 a 巧においてのみち効でず 。 （This warranty is valid only in Japan .) 

(巧巧メモ） 


♦このな証まは、本 B に明示した巧み条件のもとにおいてお料隹理をお巧束するをのでず。 
したがってこの保証 S によって保疆まを発行しているち（保部*任ち）、およびそれ!;^がの 
* 業をに巧ずるお客沒のミ去巧上の巧利を巧巧するをのではあ0ません。保部期間中および経 
過をのな巧等についてご不明の巧合は、お貝い上げの巧巧店またはおさ樓巧较あ口-巧理お 
□にお巧い合わせ < ださい。 

•おぎ樣にご紀入いただいた巧なまは、巧 iiOT 間巧のヴービスま®およびそのをの黄全お巧活 
巧のために紀寬内容を利用させていただく«台がございますので、ご了巧ください。 

•当なはこの驳 S の巧な用性能部品を巧を巧切0を己年间保ちしています。 


パイオニアコミユ ニクーシヨ ンブ株す会な 

〒 359-1167 埼玉県所お市林 2-7 Q - 1 


面バイオニアコミユニクーシヨンス’株式を巧2009 Printed in China FRA 142已 一 A 
























